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1．はじめに 

災害は都市部だけでなく日本の総土地面積の 7

割を占める中山間地域でも多数発生している．こ

の中山間地域での災害対応で一番の課題となるの

が，集落が外部から孤立する可能性が高くなるこ

とである．2004 年に発生した新潟県中越地震は，

中山間地域で発生した地震であったため，多数の

地域で道路寸断によって集落が孤立したため，集

落単位での避難が必要となった． 

内閣府防災担当 1）は孤立集落に関する課題を過

去の災害等を踏まえて，①初動期の情報通信の確

保，②孤立集落での救助・避難におけるヘリコプタ

ーの活用，③孤立集落における支援物資の確保，④

孤立集落発生による土砂災害等を孤立集落に関す

る課題として挙げている．このような脆弱性があ

る一方で，奈良県十津川村や熊本県西原村などの

被災地では，中山間地域にある防災以外の日常生

活の様々な領域から生じており住民に密な形で備

わっている力で危機を乗り越えてきた事例がある．

本研究では，この力を潜在的防災力と定義して評

価することにより，現状の把握と課題の明確化を

図ると共に今後の対策について検討していくこと

を目的とする．  

2．対象地域概要 

本研究の対象地域である栃木県佐野市秋山町上

秋山地区は栃木県の南西部に位置し山林に囲まれ，

秋山川沿いに集落が散在する中山間地域である．

同地区は 7つの班で構成され 2015年時点で人口約

118 人，高齢化率は約 47．4％である．（2015 年国

勢調査） 

令和元年東日本台風では同地区の北部の木浦原

班内で河川の決壊が 1 箇所，中部の山ノ上班内で

土砂崩れが1箇所発生し一時的に孤立した．また，

沢水からの簡易水道により飲料水を得ている家庭

も複数あり，沢水の増水による水道管の破損で飲

料水を入手出来ないなどの被害もあった． 

 
図 1 調査項目  

3．調査方法 

上秋山自治会に所属する 20 歳以上の住民 73 名

を対象にアンケート調査を行った． 調査期間は

2020 年 11 月 14 日から 2020 年 11 月 27 日までの

14 日間であり，調査項目は図 1 の通り①属性，②

令和元年東日本台風による被害状況，③過去の災

害の認知，④情報分野，⑤資源資材の備蓄分野，⑥

避難分野，⑦医療分野，⑧コミュニティ分野の 8 項

目である． 

4．調査結果 

アンケートの配布数は 73 部，回収は 72 部，有

効回答は 69 部となった．集計結果は以下の通りで

ある．（一部抜粋） 

 平均年齢は 69.75 歳，男女比は約 4：3 であった． 

 令和元年東日本台風で被害を受けた人は約 6 割あ

り，多くは河川の氾濫や土砂崩れなどを挙げた． 

 避難した人は 2 割，避難しようとしたができなかっ

た人が 2 割，避難しなかった人が 6 割であった． 

 下流の氷室方面へ行けなくなった（孤立した）人は，

約 9 割であった． 

 今後孤立した際に地域住民だけで孤立を解消でき

ると回答した人は 2 割で，内容として「重機を使い

土砂をどかす」とあった． 
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 図 2 は潜在的防災力を評価した結果であり，各分野

の質問に「はい（1）」，「いいえ（0）」で回答した平

均値を算出したものである．その結果，コミュニテ

ィ分野において強めの結果が，情報分野と資源・資

材の備蓄分野においてやや強めの結果出た．また，

避難分野や医療分野に関しては弱めの結果となり

資源・資材の備蓄の分野ではやや弱めの結果がでた． 

 

図 2 地域住民による潜在的防災力の評価 

5．考察 

1） 情報分野 

情報分野で潜在的防災力がやや強めの結果が得

られた要因として，スマートフォンや携帯電話の

所持率が高いこと，過去の災害で電柱の倒壊など

による停電がほとんどなくテレビや各戸に配備さ

れている防災行政無線を通じて情報が得られるこ

とが挙げられる． 

2） 資源・資材の備蓄に分野 

資源・資材の備蓄分野で潜在的防災力がやや強

めの結果が得られた要因として，一般的に非常食

とされるものを備蓄している人が半数を超えてい

たこと，重機やチェーンソーなどを所持している

人が複数いたことが挙げられる．一方他の中山間

地域でみられた家で育てた野菜や漬け物などがあ

ると回答している人はほとんどみられなかった．

これは，上秋山地区のほとんどが山林であること，

また近年獣害による被害がひどく作物を栽培する

環境に適していないことなどが挙げられる． 

3） 避難分野 

避難分野で潜在的防災力が弱い結果が得られた

要因として，避難時に使える道路が秋山川沿いに

ある県道 200 号のみであること，その途中にある

栃岡沢が複数回土砂崩れを起こし県道を塞いでい

るため避難したくてもできないことが挙げられる． 

4） 医療分野 

医療分野で潜在的防災力が弱い結果が得られた

要因として，高齢者が多いのにも関わらず一番近

くの氷室診療所まで秋山生活改善センターから約

3.5 ㎞と遠いのに加え，前述のとおり県道 1 本しか

ないため土砂崩れで道路が塞がれた際は救急車で

の搬送が難しいことが挙げられる． 

5） コミュニティ分野 

コミュニティ分野で潜在的防災力が強めの結果

がでた要因として，住民数が少ないため行事や日

常生活を通して普段からの交流が盛んであること

が挙げられる． 

6．まとめ 

アンケート調査結果から，上秋山地区では住民

同士の連携が強く山仕事をしている人達がいるた

め重機やチェーンソー等を使い土砂災害による道

路の遮断の場合に限るが孤立解消できる可能性が

あることが分かった．しかしながら，孤立解消作業

自体に危険を伴うこと，高齢化により重機等を扱

える人の減少や災害規模の拡大によっては住民だ

けの力で解決することは難しくなってくる．その

ため，安全なうちに避難するように地域住民に意

識づけをすること，万が一孤立しても対処できる

ように行政と連携し，非常食を充実させることや

ヘリポートの整備，民間施設を避難所として使用

出来るようにするなど多方面から対策を図ってい

く必要がある． 

今後集落の人口減少や高齢化が更に進んでいく

と共に，コミュニティの軽薄化や重機を使える人

の減少により，現在ある潜在的防災力も低下して

いくと思われる．そのため，日々変化していく状況

に合わせ今必要なこと，今後必要になってくるこ

となどを地域住民がしっかりと考え行政と連携し

ながら防災対策をとって行くことが求められる． 
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